
３．成 果
今年度は、１日間で６０団体、約２００人の方が参加され、和やかな雰囲

気のなかにも熱のこもった議論が展開された。立教セカンドステージ大学の
講演、マイクロソフト殿による新技術のご紹介等が行われ、非常に盛況で
あり、シニアにおいてもこれらの機器に非常に関心の強いことをうかがわせ
た。今後自己の再学習・チャレンジ、新しいＩＴ機器の知識を取りいれ、高齢
者見守りシステム等のシニアネット活動等を通して、地域のために貢献した
いとする意識をもたらすことができたものと思われる。

１．事業目的
少子高齢化社会において、全国各地で地域活性化の中核として活躍しているシニア情報生活アドバイザーおよびそれ

を養成するシニアネット団体が一堂に会し、シニアネットの更なる普及拡大を目指して共通の問題点、今後の方向性等を
討議する。

２．事業概要
シニアネット構築研究会として、平成２６年度は平成２７年３月に神田須田町で 「シニアネット・フォーラム２１ ｉｎ 東京２

０１５」を開催した。シニアの自立と社会参加を促し、地域振興につなげるべくシニアネットの普及・拡大を図るために、シニ
ア層や自治体・企業の関係者等が一堂に会しシニアネットの社会的意義や具体的な活動研究等熱い議論と深い交流を
行った。いずれも定員を大きく上回る参加者を得て、盛況裡に終えることが出来た。基調講演、特別セミナー、シニア情報
生活アドバイザー特別表彰により、今後の展開に極めて有意義なものとなった。

＊今回は、シニアネットフォーラムは当日午前中で終了し、午後は「総務省
ＩＣＴ利活用に関する高齢者の社会参画促進に向けた実証事業」成果発表
会を開催し、全国１１市町村で講習を受講された方による成果発表会が行
われた。
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